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研究成果の概要： 
本研究は，視覚に障害がある人との言葉による美術鑑賞に着想を得て美術鑑賞コミュニケ
ーション支援システムの開発を行った．障害のある人や高齢者をリードユーザとしてデザ
インプロセスに巻き込むインクルーシブデザインにより，見えている／見えていないに関
わらず，両者にとって未経験の新たなコミュニケーション空間の実施例として 3 次元音響
空間を採用した．鑑賞絵画空間を立体コピーによって可触化した後，その上を探索する手
先軌道を画像処理によって追跡することで，視覚障害者と晴眼者の認知モデルの相違点に
基づいたインクルーシブデザイン手法を確立した．さらに 3 次元音響バーチャルリアリテ
ィによる高臨場感音場の生成において，高臨場感とは単に音質などの音響特性がある水準
を達成することのみならず，「探索」という能動的な関わりが要求されることが分かった． 
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１．研究開始当初の背景 
平成 16 年度長寿社会福祉基金助成事業「視
覚障害者の文化アクセスとソーシャル・イン
クルージョン促進事業」に参画する中で，視
覚障害者（全盲）と晴眼者との「言葉でみる
美術鑑賞」に参与観察し，絵画のモチーフと
している空間情報の伝達が最も困難である
ことを発見した．そこで，３次元音響空間に
よって空間情報をバーチャルリアリティと

して構成することで，視覚障害者（全盲）も
晴眼者も経験したことのない感性的コミュ
ニケーションをかわすことのできる新たな
コミュニケーション場の提供が必要と判断
したことに本研究の着想を得た． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，「視覚障害者（全盲）と晴
眼者とが感性的コミュニケーションをかわ
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す３次元音響空間メディアを構築すること」
である．具体例としては，視覚障害者と晴眼
者とがある絵画を前に言葉で絵について語
り合う場面を想定し，あたかもその絵の世界
にいるような音響空間（教会や洞窟，平原な
ど）を再現する上で，何が臨場感を得る要因
であるかその設計変数を探ることである．こ
れによって，視覚障害者も晴眼者も体験した
ことのない美術鑑賞のような感性的コミュ
ニケーションを提供することができる． 
 
３．研究の方法 
障害の有無に左右されないシステムデザイ
ン手法としては，ユニバーサルデザインのポ
スト概念として知られるインクルーシブデ
ザイン手法を採用する．インクルーシブデザ
インは，特定の障害のある人をフォーカスし
て概念デザインのグループに同席させ，そこ
からマルチプルシナリオの提案によってそ
のアイディアが包含する対象ユーザを広げ
るデザイン手法である．さらに 3次元音響バ
ーチャルリアリティによる高臨場感音場の
生成を用いた． 
 
４．研究成果 
実験の結果，対象画像の複雑さの変化と全
盲の被験者の手先軌道変化のうちとくに大
きな変化の分散（30cm/s 以上）とに相関が
あることが分かった．視覚に障害のある人
の空間把握に関しての知見を深めるため，
デジタルカメラで撮影した景色を画像処理
によって情報削減するていどを視覚障害者
自身が調整できるインタフェースを開発し，
視覚障害者自身にとって空間把握に適した
情報削減度を調べた． 
 
さらに 3 次元音響バーチャルリアリティに
よる高臨場感音場の生成において，高臨場
感とは単に音質などの音響特性がある水準
を達成することのみならず，「探索」という
能動的な関わりが要求されることが分かっ
た．この能動的な関わりをシステムに反映
するには，「何に関心をもっているか」とい
う注意状態を特定する必要があるが，本研
究においては，立体コピーによる触図上の
タッピング動作を画像処理によって検出す
る入力インタフェースで被験者の注意方向
を特定した． 
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